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New Organization

悪性腫瘍リキッドバイオプシー応用探索講座
教授  頴川 晋

　2022年４月１日より、産学連携講

座「悪性腫瘍リキッドバイオプシー

応用探索講座（Department of 

Exploratory Liquid Biopsy in 

Malignant Tumors）」が立ち上がり

ました。そもそも産学連携とは民間

企業等から受け入れる共同研究費

を元に、学外の研究者と大学の教員

が協力してさらなるイノベーションを

目指していく意欲的な取り組みであ

り、国内ではすでに各分野にわたり

公益性の高い研究を推進する枢要

な機能的インフラとなっております。

産と学、各々の情報の非対称性解

消が課題とされる中で、企業にとって

は大学の教育研究施設にアクセスし

これをどのように効率よく活用してい

くか、大学にとっては自身の知見をど

のように社会貢献に活かしていくの

か、現実的な方策はどうすればよい

か等、双方向でダイナミックな協力の

舞台が連携講座であるということに

なります。「連携（alliance）」と「協力 

（collaboration）」、類似語ではあり

ますが、単につながることとは異なり、

前者にはそれに伴い果たすべき責

任がニュアンスとして含まれるよう

に思います。すでに本学には産学

連携講座として疼痛制御研究座、

究でしたが、本講座ではさらに侵襲

を軽減すべくスポットの尿を採取、そ

の中に含まれるエクソソームよりマイ

クロRNAを回収し、解析の後、がん

早期診断のアルゴリズムを作成する、

さらにはAIを用い診断の効率化・自

動化を模索する、というものです。当

座、慈恵大学附属病院で確定診断

が得られた12癌種を対象に検討を

進めて参ります。向う４年間、計12

診療科にまたがる横断的な前向き

研究であり、がん早期診断を目指

す各科の共同研究コンソーシアム

創生につながっていけばよい、さら

にはその先の展望も大きく開けて

いけばと自身今から期待しておると

ころです。本講座をよろしくお願い申

し上げます。

エクソソーム創薬研究講座、腎臓再

生医学講座があり運営されておりま

すが、４番目の新設講座として設立

が認可されました。

　時代は検査も治療も、侵襲を最小

とする方向に向かっております（非侵

襲検査・治療）。悪性腫瘍の診断で

は従来の、組織を採取するためにそ

れなりの侵襲のある生検に代わり、

血液、尿等の体液を疾病診断に役

立てようとするリキッドバイオプシーが

その一例となります。自身、泌尿器科

学講座に在籍しておった時分、講座

の検討主要テーマの一つとして占

部文彦助教を中心に「泌尿器科悪

性腫瘍におけるマイクロRNA発現

の研究」を展開して参りました。こ

れは血液を対象検体として用い研
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New Organization

　2024年４月１日より、産学連携講
座「疲労医学講座（Department 
of Fatigue Science）」が立ち上
がりました。本講座の代表である近
藤は、本学のウイルス学講座で21
年間に渡り、疲労が関係する疾患
とウイルスとの関係について主とし
て基礎研究を行って参りました。疲
労医学講座は、この基礎研究の成
果を利用して、疲労が関係する疾
患の検査法、予防法、治療法を開
発し、社会実装することを目的とし
ています。
　この目的について少し具体的に
説明させていただきます。予防法や
治療法を開発するためには、薬剤
などが作用する標的を同定するこ
とが必要です。しかし、例えば疲労
やうつ病のメカニズムには不明な点
が多く、予防・治療法の標的となる
分子が同定されていませんでした。
　我々は、まず疲労の分子機構を
同定するために、「疲れるとヘルペ
スという出来物ができる」という現
象に注目しました。これは体内に潜
伏していたヘルペスウイルスが疲
労によって再び活性化（再活性化）
することによって生じます。ヘルペス
ウイルスの一種のヒトヘルペスウイ
ルス6（HHV-6）の再活性化を研究
した結果、労働などによって生じる
疲労は、タンパク質の産生に関わる
eIF2αという因子にリン酸がつくか
どうかという単純なメカニズムによっ
て決定されていることが判りました。

しいとお思いの方もおられるかも知
れません。我々は、HHV - 6には
SITH-１を出しやすい変異を持って
いるものがHHV-6全体の３割ほど
存在し、うつ病患者の多くはこのタ
イプのHHV-6に感染していることも
発見しました。SITH-１を産生して
いるかどうかは血液検査で知ること
ができますので、SITH-１を産生し
ている人に対してSITH-１を標的と
した予防・治療を行うことで、うつ病
の新しい予防・治療ができると考え
られます。
　疲労医学講座は、このようなウイ
ルスと疲労の基礎研究に基づく疾
患の予防・治療法の開発と実用化
を目的としています。皆様方には、
今後ともご指導ご鞭撻いただけま
すよう宜しくお願い申し上げます。

このことは、eIF2αが疲労に関する
診断や予防・治療の標的となること
を示しています。
　うつ病のメカニズムもHHV-6の
研究から見つけることができました。
HHV-6は突発性発疹の原因ウイ
ルスで、100％の人に潜伏感染し、
再活性化する際にSITH-１というタ
ンパク質を産生します。このSITH-
１タンパク質はストレスを増幅してう
つ病を引き起こす作用を持ちます。
HHV-6の再活性化はストレスや疲
労によって生じるので、人がストレス
を受けると、HHV-6が再活性化し
てSITH-１を産生し、ストレスを増幅
することによってうつ病が生じるとい
うわけです。HHV-6は100％の人の
体内に潜伏しているのに、ストレス
に強い人と弱い人がいるのはおか
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疲労が関係する疾患とウイルスとの関係の基礎研究から、

その検査、予防、治療の社会実装をめざす新組織が始まる

産学連携教授

近藤 一博

疲労医学講座

ウイルス学講座
疲労によって引き起こされる疾患の原因究明

（うつ病、新型コロナ後遺症、
アルツハイマー病、潰瘍性大腸炎など）

疲労医学講座
疲労によって引き起こされる
疾患の診断法・予防法・治療法の

開発と社会実装
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悪性腫瘍リキッドバイオプシー応用探索講座
教授  頴川 晋

　2022年４月１日より、産学連携講

座「悪性腫瘍リキッドバイオプシー

応用探索講座（Department of 

Exploratory Liquid Biopsy in 

Malignant Tumors）」が立ち上がり

ました。そもそも産学連携とは民間

企業等から受け入れる共同研究費

を元に、学外の研究者と大学の教員

が協力してさらなるイノベーションを

目指していく意欲的な取り組みであ

り、国内ではすでに各分野にわたり

公益性の高い研究を推進する枢要

な機能的インフラとなっております。

産と学、各々の情報の非対称性解

消が課題とされる中で、企業にとって

は大学の教育研究施設にアクセスし

これをどのように効率よく活用してい

くか、大学にとっては自身の知見をど

のように社会貢献に活かしていくの

か、現実的な方策はどうすればよい

か等、双方向でダイナミックな協力の

舞台が連携講座であるということに

なります。「連携（alliance）」と「協力 

（collaboration）」、類似語ではあり

ますが、単につながることとは異なり、

前者にはそれに伴い果たすべき責

任がニュアンスとして含まれるよう

に思います。すでに本学には産学

連携講座として疼痛制御研究座、

究でしたが、本講座ではさらに侵襲

を軽減すべくスポットの尿を採取、そ

の中に含まれるエクソソームよりマイ

クロRNAを回収し、解析の後、がん

早期診断のアルゴリズムを作成する、

さらにはAIを用い診断の効率化・自

動化を模索する、というものです。当

座、慈恵大学附属病院で確定診断

が得られた12癌種を対象に検討を

進めて参ります。向う４年間、計12

診療科にまたがる横断的な前向き

研究であり、がん早期診断を目指

す各科の共同研究コンソーシアム

創生につながっていけばよい、さら

にはその先の展望も大きく開けて

いけばと自身今から期待しておると

ころです。本講座をよろしくお願い申

し上げます。

エクソソーム創薬研究講座、腎臓再

生医学講座があり運営されておりま

すが、４番目の新設講座として設立

が認可されました。

　時代は検査も治療も、侵襲を最小

とする方向に向かっております（非侵

襲検査・治療）。悪性腫瘍の診断で

は従来の、組織を採取するためにそ

れなりの侵襲のある生検に代わり、

血液、尿等の体液を疾病診断に役

立てようとするリキッドバイオプシーが

その一例となります。自身、泌尿器科

学講座に在籍しておった時分、講座

の検討主要テーマの一つとして占

部文彦助教を中心に「泌尿器科悪

性腫瘍におけるマイクロRNA発現

の研究」を展開して参りました。こ

れは血液を対象検体として用い研

新たなる
組織
の紹介

悪性腫瘍リキッドバイオプシー応用探索講座
～慈恵医大悪性腫瘍早期診断
　共同研究コンソーシアム創生を目指して～

アイブリス創薬株式会社とのキックオフミーテイング風景

New Organization

　2024年4月1日、東京慈恵会医科
大学医学部に産学連携講座として
「がんサバイバーシップ・デジタル医
療学講座」が開設されました。人生
百年時代を迎え、合併症や複数の
問題を抱えるがんサバイバーが毎
年100万人増加しています。サバイ
バーシップケアの計画次第では、地
域医療・介護提供体制が逼迫する
恐れがあります。がんサバイバー個
人の価値観や集団としての特性に
応じた社会保障体制の精密最適化
は、世界の喫緊課題となっています。
この課題に対し、患者・市民の声に
耳を傾け共に創るアプローチと、行
動科学に基づくデジタル技術を活用
して解決を図ります。
　講座設置に至る道のりを振り返る
と、1995年に国立がん研究センター
東病院（柏市）精神腫瘍学研究部
の創設に携わった経験が出発点で
す。当時の東病院は、日本で初めて
全患者にがん告知を開始した病院
であり、緊迫した告知後の患者対応
に苦慮していました。医師、看護師、
医療スタッフが悩みながら対応し、
慈恵医大柏病院精神科の先生方
の援助を受けつつ、患者および医療
スタッフのストレス対策に取り組み始
めました。
　がん患者への面談調査を行った
結果、がん種に関係なく告知自体が
共通の中心的課題であることが明
らかになりました。その予防策として、
患者が望む医師向けの共感的コ

のアイテムとなり、スマホは24時間の
伴走者として信頼できるカウンセラー
のようになっています。がんサバイ
バーの高齢化により、がんの疾患だ
けでなく患者個人の痛みに向き合う
ケアの重要性が一層増しています。
　この度、ご縁をいただいた慈恵医
大の理念、高木学祖の言葉「病気
を診ずして病人を診よ」が身に染み
ています。「理念」を医療者の「行
動」に変える活動を、世界水準で、
一つでも多く創出していきます。また、
行動科学と患者・市民との共創アプ
ローチを応用し、デジタル技術で統
合した健康プログラムを社会に実装
してきた知識と経験を惜しみなく提
供していきます。いつでも気軽に声を
かけていただける、オープンな講座
を目指します。旧外来（A）棟3階で
お待ちしておりますので、お気軽に
お声がけください。

ミュニケーション技術向上を目指す
研修プログラム「SHARE-CST」の
開発に繋がりました。SHARE-CST
は、医師の共感的コミュニケーション
技術を向上させるとともに、患者のス
トレスも改善し、厚労省の後押しも
あって現在までに16万人の医師が
修了しています。このプログラムは、
日台韓米中の診療ガイドラインや医
学教育のコアカリキュラムに採用さ
れ、医療現場の人々の行動が変わ
る瞬間に立ち会うことができました。
しかし、コロナ禍により研修は完全に
中断してしまいました。
　時代が変わっても変えてはいけな
いもの、それは患者と医療者間の温
かいコミュニケーションです。一方、
時代とともに変えていかなければな
らないもの、それはデジタル技術によ
る医療です。デジタル技術は現在、
身内や仲間、遠くの親戚を結ぶ必須

新たなる
組織
の紹介

医療の理念を行動に変えるプログラムを、行動科学と患者・

市民との共創アプローチにより開発し、現場に社会実装します。

写真左から、野口研究補助員、内富教授、栗栖助教、長谷川研究補助員

産学連携教授

内富 庸介

がんサバイバーシップ・
デジタル医療学講座
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